
お読みください
ロックされたまま、側面パネルを開こうとすると幅調節具が破損します。

・開封時、幅調節具はロックされています。（図１参照）
・必ず幅調節具のロックを解除してから側面パネルを開いてください。（図2参照）
・脚部は側面パネルとドアパネルの間に入っています。

（図3参照）側面パネルの開き方

ロックされた状態
（図1）

ロックが解除された状態
（図2）

側面パネルの開き方
（図3）

① 側面パネルを押さえながら
② ドアパネルを持ち上げ、幅調節具(上)と(下)の間にすき間がある状態で
③ 側面パネルを開く。
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幅調節具(上)

ドアパネル

幅調節具(下)

側面パネル

すき間なし

③

②

側面パネル

ドアパネル

①
幅調節具(上)

ドアパネル

幅調節具(下)

幅調節具（上）（下）に
10mm程のすき間ができる

すき間あり

※側面パネルの開き方は、QRコード
　もしくは以下のURLから画像で見る
　ことができます。
リッチェル　www.richell.co.jp
→ お問い合わせ
→ ペット用品Q&A



● 本品は犬の通行を完全に防げるものではありません。犬が乗り越えても、人身・物損などの
 事故が発生しない場所に設置してください。
● 本品をまたがないでください。つまずいて転倒する危険があります。本品を通り抜ける際は、
 必ずドアを使用してください。
● ドアを閉めたときは、必ずロックが掛かっていること（ドア上下2カ所）を確認してください。
 犬が通り抜けて、人身・物損などの事故につながるおそれがあります。
● 本品は構造上、下方に張り出した脚部があります。つまずかないように注意してください。
● 通り抜けの際は、ドアパネル下部のフレームにつまずかないように注意してください。
● 本品を階段の階上付近や縁側の降り口、ガラス戸の近くなど本品につまずいた場合に危険だと
 思われる場所には設置しないでください。
● 本品は、小・中型犬用の屋内用柵です。それ以外の用途では使用しないでください。
● 犬にリードをつけたままで使用しないでください。本品にリードが引っ掛かり思わぬ事故が起きるおそれがあります。
● 各部品が正しく取り付けられていない場合、または、幼犬に使用する場合、ワイヤーの間に犬がはさまり重大な
 事故につながるおそれがありますので注意してください。
● 犬が雷などの音や光、あるいは他の動物の出現に対し思わぬ行動をとり、ケガや死亡にいたるおそれがあります。
 目の届く場所で使用し、お出かけの際はなるべく本品をずらして、犬を閉じこめないようにしてください。

● 体重3kg以上20kg以下の犬に使用してください。範囲外の犬への使用は事故や逃げ出したりするおそれがあります。
● ドアや側面パネルの開閉時には、指や手、犬などをはさまないように周りの安全を確認してから開閉してください。
● 本品に、寄りかかったり、腰かけたりしないでください。事故や破損の原因となります。
● 暖房機の熱風吹出口の前や火のそばなどに設置しないでください。変形や破損、ヤケドの原因となります。
● 本品を改造しての使用や、部品の代用はしないでください。事故や故障の原因となります。
● 本品の設置場所は平坦で安定した床面に設置してください。
● 本品に異常があるときは、直ちに使用を中止してください。

● 本品がしっかり固定されているかどうか常に確認し、必要に応じて固定用ボルトを増し締めしてください。
● 本品は、屋内用です。屋外では使用しないでください。

● 本品は、小・中型犬（体重目安 3～20kgまで）の進入防止用柵です。

● 自立タイプでどこでも簡単設置
● 設置場所に応じて幅を調節可能
● 室内に調和する木製フレーム
● ズレにくいゴム脚付

組立て前に、部品数を確認してください。

用　　途

特　　長

部品名称

使用上の注意

このたびは、リッチェル製品をお買い上げいただきありがとうございます。ご使用の前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また、本書はいつでも見られる場所に大切に保管してください。本書に使用しているイラストは、操作方法や仕組みなどをわかりやすくするため現物とは
多少異なることがあります。本品を他のお客様にお譲りになるときは、必ず本書も併せてお渡しください。

〈取扱説明書〉 木製おくだけドア付ペットゲートH
レギュラー/ワイド

58990 / 58991

○記号の説明
　この取扱説明書は、製品を安全に使用していただくために特に守っていただきたいことについて次のマークで
　表示しています。各マークの意味を十分理解されたうえで使用していただきますようお願いいたします。

… 取扱いを誤った場合、重大な傷害を負ったり、物的損害につながるおそれのあるもの。
… 取扱いを誤った場合、軽度の傷害を負ったり、物的損害につながるおそれのあるもの。
… 取扱いを誤った場合、製品の故障・損傷・早期寿命などを招くおそれのあるもの。

ドア
アジャスター

ゴム脚

側面パネル

脚部

ドアパネル

本体

部品名 数量

固定用ボルト

バネ座金

座金

ネジ

4コ

4本

1本

4コ
脚部（貫通穴あり)
（2コ）

貫通穴

脚部（貫通穴なし)
（2コ）
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設置確認・ドアの開閉方法

ドア幅の調整方法

組立方法

1.側面パネルの開き方

2.側面パネルの固定

3.脚部の取付け

製品を起こした状態にします。（この段階では自立しません）
側面パネルを押さえながら
① ドアパネルを持ち上げ
② 幅調節具(上)と（下）の間にすき間がある状態で側面パネル
 を動かします。

ドア

側面パネルが閉じた状態

側面パネルを動かしている状態

・ ドライバー2本を用意してください。

脚部（貫通穴あり）

脚部（貫通穴なし）①側面パネルを開き、製品をコの字にして自立させます。
（1.側面パネルの開き方を参照してください）

②ドアパネルを脚部（貫通穴あり）と脚部（貫通穴なし）
　ではさみ図のように止めます。
※固定用ボルトの片方を強く締めすぎると
　もう一方が止めにくい場合があります。
　上下の固定用ボルトを仮止めした後、
　増し締めしてください。

1. 設置後、ドア上部を持って前後にゆすって、外れたり、
ぐらつきがないか確認してください。 

2.

ドアが閉まった後、上ストッパー、下ストッパーがともに
ロックされていることを確認してください。

3.
 
ドア上部を持ち上げてください。上ストッパー、下ストッパー
のロックがともに解除されドアを開くことができます。

4.

ドアを90°以上開くとドアが開放状態で保持されます。5.

上ストッパー、下ストッパーがカチッと音がするまでドアを戻すと
閉じます。

上ストッパー

ドア上部

下ストッパー ドア
ドアの締まりが良くない場合、ドアパネル下部アジャスターや
ロック部の調節（　　　　　　　　 、                              を
参照してください）を行ってください。

ドアパネルを下ろす際は、無理に下ろさないでください。
無理に下ろすと幅調節具が破損するおそれがあります。

幅調節具の調節範囲の目印どうしが向かい合うところで
ドアパネルを下ろします。（調節は6段階で行えます。）
その際、幅調節具がしっかり固定されているか確認して
ください。側面パネルを軽く押して左右に動かなければ
幅調節具は固定されています。

幅調節具（上）

幅調節具（下）

側面パネル
ドアパネル

側面パネルを固定した状態

調節範囲の目印

アジャスターの調整方法

ドアパネル
ドア

ドアパネル

幅調節具(上)

側面パネル

すき間
なし
幅調節具(下)

すき間
あり

①
②

ドアパネル

幅調節具(上)

幅調節具(下)

座金

固定用ボルト
バネ座金
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設置確認・ドアの開閉方法

ドア幅の調整方法

アジャスターの調整方法

使 用 例

ドアパネル下部のアジャスターを床面に接する位置まで回し、
ドアの開閉が確実に行えるように調節してください。
（ドアの開閉方法は　　　　　　　　　　　　を参照して
ください)

5cm以上

壁

5cm以上

1
cm
以
内側面パネル

ドア

①ドアパネルの幅調整ボルトを緩めます。

●設置幅が86cm未満の場合

設置幅が100～150cmでお使いになる場合
● ゲートは犬がいる部屋側に立て、ゲートの両側部が5cm以上壁に重なる位置で、壁とゲートのすき間が1cm以内の位置に
 設置してください。

●幅調節具がとび出している方を部屋側としてお使いください。
　指定以外の条件で使用すると、すき間から犬が通り抜ける
　おそれがあります。
●左記以外の条件で使用するとゲートが倒れ思わぬ事故が
　起きるおそれがあります。

●設置幅が86～140cm
　　　　　　　　　　　未満の場合

●設置幅が100～150cmの場合

③ネジでドアを固定します。その際、
　上ロック部でドア上部とドアパネル
　のすき間を約１mm以内になるよう
　に調節してください。
※ネジがねじ込みにくいときは下穴を
　開けてからネジ止めしてください。

②ドアパネルのドアをスライドさせます。
　ドアのオートロック作動や開閉を確認
　しながら、ドア幅を調節し、上部および
　下部の幅調整ボルトを締め、固定しま
　す。

ネジ

上部の
幅調整ボルト

ドアドライバー

ドアパネル

下部の
幅調整ボルト

約1mm以内
上ロック部

ドアパネル

幅調節具

木製おくだけドア付ペットゲートHレギュラーの場合

・ ドライバー2本を用意してください。

(パネル下がる)

アジャスター

締まる

緩む
(パネル上がる)

ドア上部

脚部

犬
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仕　　様

折りたたみ方法

お手入れ方法

○ 製品の外観および仕様は、品質向上のため予告なく一部変更する場合があります。
○ 構造部材は天然木のため、色や木目が異なる場合や、継ぎ目の塗装が割れている場合がありますので、ご了承ください。 

サイズ
品　名

幅最小時
幅最大時

木製おくだけドア付ペットゲートH ワイド
幅85.5×奥行67×高さ81(cm)
幅160×奥行52×高さ81(cm)

幅139×奥行67×高さ81(cm)
幅213.5×奥行52×高さ81(cm)

材　質 天然木、スチール、ポリプロピレンなど

折りたたみは組立てと逆の手順で行ってください。

●設置幅が140cm未満の場合 ●設置幅が140～195cm未満の場合 ●設置幅が150～203cmの場合

木製おくだけドア付ペットゲートH レギュラー

Designed by Richell Corp., Japan
MADE IN VIETNAM

この商品の品質で、お気づきの点がございましたらお手数ですが下記までご連絡ください。

富山市水橋桜木136 〒939-0592　お客様相談室/TEL(076)478-2957
受付時間：9:00～17:00（土日、祝日を除く）

● 水で薄めた中性洗剤をつけたタオルを固くしぼってふき取ってください。
ふき取った後は、風通しのよい場所で陰干しにしてください。変色や変形、サビ、カビの原因となります。

● タワシやみがき粉などは使用しないでください。変色やキズ、サビの原因となります。
● クレゾールやその他の消毒液は必ず指定濃度に薄めてから使用してください。変色や塗装のハクリの原因となります。
● シンナー、ベンジン、アルコールなどの薬品は使用しないでください。変色や塗装のハクリの原因となります。

● 中性洗剤で洗ってください。洗った後は、水分を取ってから風通しのよい場所で陰干しにしてください。変色の原因となります。

＜木部、スチール部＞

＜その他＞

●幅調節具がとび出している方を部屋側としてお使いください。
　指定以外の条件で使用すると、すき間から犬が通り抜ける
　おそれがあります。
●左記以外の条件で使用するとゲートが倒れ思わぬ事故が
　起きるおそれがあります。

● ゲートは犬がいる部屋側に立て、ゲートの両側部が5cm以上壁に重なる位置で、壁とゲートのすき間が1cm以内の位置に
 設置してください。

5cm以上

壁

5cm以上

1
cm
以
内

設置幅が150～203cmでお使いになる場合

側面パネル
ドア

幅調節具

脚部

犬

木製おくだけドア付ペットゲートHワイドの場合
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